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研究成果等
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（3）実績（論文・特許・共同研究・産学連携・補助金）等

 WiFiを用いて、IoT近傍のWiFiポイントのMACアドレ
スを、Sigfox通信を用いて、転送するシステムを構築し、
図５に示します。

 センサーで集めた、WiFiアンテナのMACアドレスデー
タを、here社のpositioningを利用して、IoTの位置を
推定し、google map上に表示します。（図６参照）

技術で、少子高齢化、地方の過疎化、貧富の格差などの
課題が克服されます。社会の変革（イノベーション）を
通じて、これまでの閉塞感を打破し、希望の持てる社会、
世代を超えて互いに尊重し合あえる社会、一人一人が
快適で活躍できる社会となります。（内閣府HP参照）

　IoTのためのLPWA（Low Power Wide Area）の
通信ネットワークの一つとして、Sigfoxがあります。
（図２ 参照）
　広島工業大学とSigfoxの関係は、Sigfoxのアンテ
ナを本学の給水塔に設置したところから、始まりました。
Sigfoxを搭載したIoTを利用したセンサー技術から、初
歩的なスマートシティ（ここでは、都市OSと言われる、
FIWAREを採用）を実現した。この初歩的なFIWARE
システムは、Sigfox→ThingSpeak→MATLAB→
FIWARE→Grafanaで構成されます。このシステムで
得られたデータは、気温、湿度、気圧、照度、CO₂濃度で
す。今後は、①データ種類（温度、CO₂、人数、WiFi位置
等）、②複数拠点（教員室、教室等）、および③統合表示
を行うことにより、システムの高度化を目指していきた
いと思います。

〔プロジェクト研究センター設置期間：令和３年１０月～令和１０年３月（予定）〕

センターの概要

【分　野】
工学（電子デバイス）
情報（ネットワーク）
社会システム

【キーワード】
電子デバイス、LPWA、Sigfox、Society  ５．０

（1）主たる研究分野

（2）研究概要

　これまでの情報社会（Society 4.0）では知識や情
報が共有されず、分野横断的な連携が不十分であると
いう問題がありました。人が行う能力に限界があるた
め、あふれる情報から必要な情報を見つけて分析する
作業が負担であったり、年齢や障害などによる労働や
行動範囲に制約がありました。また、少子高齢化や地方
の過疎化などの課題に対して様々な制約があり、十分
に対応することが困難でした。
 Society 5.0で実現する社会は、IoT（Internet of 
Things）で全ての人とモノがつながり、様々な知識や
情報が共有され、今までにない新たな価値を生み出す
ことで、これらの課題や困難を克服します。
　また、人工知能（AI）により、必要な情報が必要な時
に提供されるようになり、ロボットや自動走行車などの
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　図1.  Society 5.0で実現する社会

　図２.  各種ネットワークのご紹介

図5.  WiFiのMACアドレスを取得する、Sigfox通信機能付きIoT

図6.  宮島での実証実験の結果（銀色の点が実験結果）

図3.  Sigfox通信機能付きの高齢者見守りのための装置（左）、
照度データ（右）

図7.  新しく開発した、Sigfox通信機能付き環境データ送信装置（左）、
及び環境データを、MATLAB-ThingSpeak-FIWAREを経由して、

Grafanaで表示（右）

図4.  Sigfox通信機能付きGPS装置（左）、　　
及びGPS装置の地図上の位置（右、青印）


